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Derwent Patent Searchでは、知財活用に関する業務全般
をサポートするため、特許情報だけでなく、学術論⽂のデータベー
スも収録しています。

学術文献の収録内容とWeb of Science とは

学術⽂献情報の検索

学術文献と特許情報の活用・分析

INTERNAL USE ONLY



学術文献の収録内容とWeb of Science とは
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Web of Science Core Collection（Derwent Patent Searchでは過去20年を基本として1975年まで追加可）

 科学、社会科学、芸術、⼈⽂分野において影響⼒の⾼い13,000誌以上のジャーナルの学際的記事と15万以上の会議の国際会議録を含む、世界の代
表的な引⽤データベースを網羅しています。Derwent Patent SearchではWeb of Science Core Collection全体21000誌のうち、
約13000の⾃然科学、社会科学、⼈⽂科学の引⽤索引を利⽤可能です。

• Science Citation Index Expanded® （⾃然科学）
• Social Sciences Citation Index® （社会科学）
• Arts & Humanities Citation Index® （⼈⽂科学）

 更新︓毎⽇（5回/週）
 収録Journal リスト http://mjl.clarivate.com/

 Conference Proceedings （1990-）- Web of Science 内に収録

 科学技術と社会科学人文分野の最も重要な会議、シンポジウム、セミナーで発表された内容に基づく文献を収録、
20万会議録

 更新︓更新︓毎⽇（5回/週）

 Current Contents Connect （1998-）

 学際的な速報情報源。ジャーナルおよび単⾏本に収録された研究⽂献を収録︔ジャーナル8,800 、単⾏本2,000︔農業、⽣物学、環境科学(ABES), 
社会科学、⾏動科学(SBS),臨床医学(CM),生命科学(LS), 物理学、化学、地球科学(PCES), 工学、コンピューター、テクノロジ(ECT), 芸術、人文
(AH)、ビジネスコレクション(BC),電気通信 コレクション(EC)

 更新︓毎⽇ （Web of Science より収録が早いことがあります）

 Inspec （1898-）※別途オプション契約

 Institution of Engineering and Technology (IET) が制作。毎週更新され、物理、電気⼯学、電⼦、通信、制御光学、コンピューター、コンピュー
ター処理、情報技術、製造、⽣産⼯学における技術⽂献を、グローバルに収録

 世界中の出版物をもとにした 9,500,000 以上の書誌事項レコード
 毎年 500,000 以上の新レコードを追加
 3,850 の科学および技術ジャーナル・書籍・レポート、2,000 のカンファレンス議事録
 毎週更新

収録内容 － 学術文献・会議情報
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http://mjl.clarivate.com/
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補⾜︓学術論⽂の種類について

【参考】
弊社以外のWebサイトですが、論⽂の種類について分かりやすく説明しています。ご参考になると思います。

https://www.lib.hokudai.ac.jp/uploads/2019/07/3-30_v1.0.pdf
https://rnavi.org/59450/#i-7
https://netdekagaku.com/difference_journal/

論⽂の種類 コメント

原著論⽂
(Article, Full Papers, Research Articles)

査読を通過し、学術雑誌に掲載される論⽂。
この経緯を通過して掲載されることは、有識者により有効性や
成果が認証されたことを示します。

総説論⽂/展望論⽂
(Review)

新しい内容についての論⽂ではなく、既存の論⽂を紹介・内容をまとめ、
あるテーマに関する体系的な経緯や展望を⽰している論⽂。
あるテーマについて体系的に知るためには有⽤な論⽂。

レター・速報
(Letter, Communication)

ボリュームも短く、正式な査読を通過し雑誌に掲載されるよりも前に公
開される速報。他の研究者に先をこされないために早く発表したい時
などに利⽤されることがある

会議録
(Proceedings)

学術会議等で発表される論⽂、研究発表をまとめた講演要旨集。
学会により査読済み/未査読、研究中など内容は様々ある

https://www.lib.hokudai.ac.jp/uploads/2019/07/3-30_v1.0.pdf
https://www.lib.hokudai.ac.jp/uploads/2019/07/3-30_v1.0.pdf
https://www.lib.hokudai.ac.jp/uploads/2019/07/3-30_v1.0.pdf
https://rnavi.org/59450/#i-7
https://rnavi.org/59450/#i-7
https://rnavi.org/59450/#i-7


WIPO Non-Patent Literature Minimum Documentation
の文献リストを幅広く収録

Derwent Patent Searchの学術文献情報はWIPO文献の80％をカバーしています。



Insert footer

必要な情報を素早く・安全
に検索するための、⼀貫した
編集体制

7More information

中⽴性

・出版社や研究機関か
ら独⽴した編集体制

・偏りや利益相反のない
ジャーナル選択

社内編集チーム

・厳密なプロセスにより、
弊社編集チームがジャー
ナルを適切に分類

・約60年間、⼀貫した編
集方針で、統計や研究
分析にも使用できるデー
タセット

Web of Science の編集体制
出版社に中⽴な⽴場から引⽤索引を作成

https://clarivate.com/webofsciencegroup/solutions/webofscience-core-collection-editorial-selection-process/


あらゆる研究トピックに関する情報を提供し、パワフルな検索・分析を実現します

綿密なデータ構築
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引用文献は1900年
から収録

↓

現在の学術研究の
起源まで検索可能

著者所属情報を
標準化

↓

分析や統計にかかる
時間を省⼒化

論⽂に記載された全
著者名と所属機関を
収録

↓

業績の確認や、
分析にも使用可能

収録ジャーナルの掲載
記事は全て収録

↓

重要な科学的発⾒を
もれなく検索

2008年以降の助成⾦
情報を収録

↓

各論⽂の助成状況を
理解し、成果との
関連性を把握

データは毎⽇更新

↓

最新のブレークスルー
をすぐに入手可能
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Web of Science core collectionの収録基準

ジャーナルとしての
基本事項

⁃ 出版社について

⁃ ISSN

⁃ 査読ポリシー

⁃ タイトル など           

第一関門

編集内容

⁃ 学究的内容か

⁃ 出版頻度やボリューム

⁃ 英語のタイトルや抄録

⁃ 出版倫理

⁃ アルファベットの書誌情報

⁃ 言語の明晰性 など

第二関門 詳細な評価

編集体制

⁃ 編集委員会の構成

⁃ 査読

⁃ 学術コミュニティの基準を遵
守

⁃ 適切な引用

⁃ statementの妥当性

⁃ 著者分布 など

国際性

⁃ ジャーナル全体の引用分析

⁃ 著者の引用分析

⁃ 内容の重要性

⁃ EBM(Evidence Based Medicine)
引用分析

Web of Scienceの収録基準︓

質に関する基準 インパクトの基準

Web of Scienceは優良な国際的な学術誌のみを厳選

Web of Science Journal Selection Process︓http://wokinfo.com/essays/journal-selection-process/

⼀度収録したジャーナルも通年監視。
不正を⾒つけ次第、収録から外しています。



引用による相互関係から、研究に関連情報を幅広く得られます

研究の展開がわかり、読むべき論⽂が⾒つかります

引⽤情報︓隠されたつながりを明らかにする

2010

関連レコード
同じ⽂献を引⽤している論⽂
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どんな研究に影響を
与えたのか︖

どんな研究をもとに
したのだろうか︖



学術⽂献情報の基本的な検索
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⽂献検索
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フィールド検索︓ 条件指定

①検索⽅法を選択
②検索対象の⽂献データベースを選択
③検索条件の⼊⼒
④検索

① ②

③

④

• エキスパート︓検索式⼿⼊⼒



キーワード: すべてのテキストフィールド

    “low  bak* coating*“   （”  ” はフレーズ扱い）

     low AND bak* AND coating*

著者名: 著者フィールド

    yamanaka s OR yamanaka shinya OR s yamanaka OR shinya yamanaka
（姓・名イニシャルまたはフルネームの両方を考慮）

所属機関名: 所属機関名・住所フィールド

     Tokyo and UNIV*

     (Procter or Proctor) and Gamble

所属機関住所: 所属機関名・住所フィールド

     Tokyo

     Japan

⽂献検索を⾏う際のヒント
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⽂献検索のフィールド
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フィールド 用途
・すべてのテキストフィールド
（検索対象︓タイトル、抄録、著者キーワード、Keywords Plus（引用文
献のタイトルから抽出したキーワード）

・タイトル

技術をキーワードにして、関連する論⽂などを検索する

著者、グループ著者名 著者名・著者グループを検索する

機関名インデックス Clarivate Analyticsが統制を掛けた会社・研究機関名で検索

所属機関名・住所 会社・研究機関、住所で検索する

発⾏年、データベース収録年 ⽇付情報を検索する

情報源 雑誌名から検索する

ドキュメントタイプ 文献の種類（Article, Review）

会議情報 会議のタイトル、⽇付、地名などを検索する

言語 情報源の⾔語を検索する

標準化ジャーナル主題分類 ⽂献の研究分野を検索する

助成⾦提供機関 論⽂のacknowledgementに記載された研究のスポンサーを検索する
14



⽂献検索のフィールド

【Inspecのみで利⽤できるフィールド 】
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フィールド 用途

統制語索引

Physics、Electronics、Control、Information  Technology, 
Production Engineering のカテゴリから更に細かく分類されています

統制語にある語句から検索する

分類コード、

天体（天体コード）

Inspecの分類コードを利⽤してカテゴリーにある
文献を探す

主題用語 ⽂献の主題を表すためにもちいられる⾔葉より探す

識別コード
Inspecアクセッション番号、CODEN、ISSN、レポート番号、SICI等の番号か
ら検索する

IPC Inspecが独自に付与したIPC（国際特許分類）を検索する

数値データ 数値データを検索する

化学データ 化学物質の構成要素などを検索する



特許/⽂献検索の演算⼦

説明 対象単語・フレーズ 特許検索 ⽂献検索

検索語の両方が存在する …. printer …. scanner printer AND scanner printer AND scanner

検索語の両方またはいずれか一方が存在
する

…. printer …. scanner
…. ……… …. scanner
…. printer …. ………..

printer OR scanner printer OR scanner

1 つ⽬の検索語を含むが 2 つ⽬の検索語
は含まない

…. printer …. ………..
…. printer …. scanner × 

printer NOT scanner printer NOT scanner

検索語同⼠が、⼊⼒した順番で隣り合って
出現する

lithium battery lithium ADJ battery

(デフォルト設定ではADJの代
わりにスペースでも可)

“lithium battery”
検索語の前後に“二重引用符”
をつける

検索語同⼠が、1個以内の単語を挟んで
⼊⼒した順番で隣り合って出現する

lithium battery
lithium ion battery

lithium ADJ2 battery ×

検索語同⼠が、2個以内の単語を挟んで
⼊⼒した順番で隣り合って出現する

lithium battery
lithium ion battery
lithium ion secondary battery

lithium ADJ3 battery ×
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■演算子の優先順位■

（）内 > ADJ, NEAR > SAME > AND, NOT > OR

文字数 特許検索 ⽂献検索

検索式の⽂字数上限
（スペースを含む）

30,000文字 2,000文字

※⽂献検索では、ADJnは、
NEARnと同様に機能します。

※⽂献検索では、ADJ, 
ADJ0は、ANDと同様に機能
します。



特許/⽂献検索の演算⼦

説明 対象単語・フレーズ 特許検索 ⽂献検索

検索語同⼠が、隣り合って出現する（順不同） lithium battery
battery lithium

lithium NEAR battery “lithium battery” OR
“battery lithium”

検索語の前後に“二重引用
符”をつける

検索語同⼠が、1個以内の単語を挟んで
隣り合って出現する（順不同）

lithium battery 
battery lithium 
lithium ion battery 
battery ion lithium

lithium NEAR2 battery lithium ADJ1 battery

検索語同⼠が、2個以内の単語を挟んで
隣り合って出現する（順不同）

lithium battery 
battery lithium 
lithium ion battery 
battery ion lithium
lithium ion secondary battery 
battery ion secondary lithium  

lithium NEAR3 battery lithium NEAR2 battery
または
lithium ADJ２ battery

検索語同⼠が、3個以内の単語を挟んで
隣り合って出現する（順不同）

省略 lithium NEAR4 battery lithium NEAR3 battery
または
lithium ADJ3 battery

検索語同⼠が、同じ段落内に存在する（順不
同）

タイトル︓.... Lithium .... Battery
DWPI抄録新規性︓ … Lithium….. Battery
第⼀請求項︓….lithium …. Battery

lithium SAME battery ×

文字数指定︓複数使用可、語中に使用可 carbon , carbox
carbons , carboxy
monoxide , peroxide , hexoxide

carbo?
carbo??
???oxide

carbo?
carbo??
先頭の⽂字数は不可
最低3文字必要（carb?）

0個以上の任意の⽂字列、語中に使用可 sensor , sensors
sensor , biosensor
sensor , sensors , biosensor , biosensors

sensor*
*sensor
*sensor*

sensor*
先頭の⽂字列は不可
最低3文字必要（carb*）

0〜n個の⽂字列、語中に使用可 carbo , carbon , carbons , carboxy など
oxide , dioxideなど

carbo*2
*2oxide

carbo*2 = carbo*
（nの設定は無効） 17

※文献検索は、特許検索と異
なり、n パラメータに⼊⼒した数
はマイナスされません。⼊⼒し
た数がそのまま語句の間の語
数になります。

※⽂献検索では、ADJnは、
NEARnと同様に機能します。

※⽂献検索では、NEAR, 
NEAR0, NEAR1は、
NEAR15と同様に機能します。

※⽂献検索では、SAMEは、
ANDと同様に機能します。



フィールド検索の検索結果︓フィルタリング・並び替え
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引用回数の多いものから順番に並べ替えるこ
とで、最も多く引⽤される重要論⽂が⼀⽬で
わかります。

各種グラフの作成・
ThemeScapeマップの作成



文献フルテキストへのアクセス
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オープンアクセス文献へのリンク:

文献コンテンツをご購読のお客様は、1,000を超えるオープンアクセス出版社の⽂献に無料でアクセス
できるようになります。カスタムジャーナルセット: 所属機関で購読しているジャーナル

出版社による有料の⽂献へのリンク︓

出版社のサイトにリンクします。社内で当該の出版社とご契約がある場合は、アクセスしてください。



文献レコード
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全ての著者・所属機関を収録

★ 網羅的な所属機関による調査・分析が可能

引用文献タイトルの頻出語

引用文献リスト
この文献と同じ引用文献を引用し
ている他の⽂献を検索

この文献を引用している文
献数とそのリスト



学術⽂献と特許情報の便利な活⽤編と分析
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共有引⽤⽂献の検索（関連レコード検索）を利⽤します。
共有引⽤⽂献の検索とは、引⽤⽂献リストに含まれる⽂献と同じ⽂献を引⽤
する⽂献を検索する⽅法です。これにより、引⽤⽂献の観点から関連性の⾼
い⽂献を探し、さらにその関連性の⾼いもの順に表⽰されるため、より効率的に
関連性の高い他の文献情報を入手できます。

共有引用文献の数
341件の引用文献の内1件が論⽂「aPKC 
acts upstream 。。。」の引用文献と共通し
ていることを示します。

関連性の⾼い他の学術⽂献を検索

22

←42件引用



競合他社の研究開発の情報として活用
競合相手が誰と共同研究をしているか
彼らが興味を持っているアーリーステージの技術は何なのか︖

23

助成⾦提供機関の情報を使う事で、研究資⾦の出元の情報を知り、共同研究や研究の⼤きな⽬的を
知ることにつながります



学術文献と関連性の高い特許を知ることで実用化状態を知る(1)
【文献のタイトル】

この文献を引用している特許のリストを取得できます。

特許情報の 引用文献（非特許） を
利⽤して注⽬する学術⽂献のタイトルや
DOIなどを検索すると、その⽂献を引⽤
している特許を調べることができます。そ
の論⽂の分野に直接関係する特許、そ
の論⽂が影響を与えている特許を簡単
に探し出すことができます。

24

文献のタイトルのワードを 特許フィールドの
「引⽤⽂献（特許以外）」に⼊⼒して検索



注⽬する論⽂や⼤学の先⽣、研究者がいる場合、それに関連する特許の集合を得ることができます。
注目している基礎研究がどのように実用化されている、特許の内容を知る
どの分野において、どの大学（どんな研究者）と企業が結びついているのかを知る。
注⽬する基礎研究の実⽤化がどのような傾向にあるのか︖どのような企業が⾏っているのかを知る。

注⽬論⽂に関連する特許は年々出願が増えている。
米国で出願されていることがわかる。

25

学術文献と関連性の高い特許を知ることで実用化状態を知る(2)



Digital Object Identifier(DOI)は、インターネット上のドキュメントに恒久的に与えられる識別⼦で、論⽂等を識別するIDとして利⽤できます。

 引用情報ー非特許文献に、DOIが表⽰および検索対象とすることができます。

 論⽂情報をインターネット上で探したり、特許に紐づけたりする情報として利⽤できます。

DOIとは

26



定期的に関心分野の新しい学術文献情報を入手する

27

アラート機能を利⽤する事で、検索式を登録しておき、必要な設定を⾏っておくことで、関⼼分野の学術⽂献情報を
定期的に自動で受信する事が可能です。



関心のある文献の関連文献を自動的に入手する

28

監視機能を利⽤する事で、関心ある学術文献を登録しておき、その学術文献を引用する学術文献が登録された
という通知を受け取ることができる機能です。
引用関係でつながっている関連のある文献を
自動的にスピーディに取得できます。

メールから直接、学術文献情報に
即アクセス︕



グラフ︓重要機関・重要雑誌の調査

「年別で上位の機関名」のグラフを作成することで、
どの機関が多くこの分野の学術文献を出している
のかが分かります。共同研究先などの選定の情報
とすることもできます。

「年別で上位のジャーナル」のグラフを作成する
ことで、どの雑誌から多くこの分野の学術文献が
出ているのかが分かります。
購読する雑誌の選定を⾏うのに役⽴ちます。 29



テキストマイニング分析を⾏って技術動向を俯瞰的に⾒る

30

※作成の方法は特許と同様になります。特許のテーマスケープ・テキストクラスタリングのマニュアルをご参考ください。

酸化熱分解

遺伝子キャリア

タンパク質薬物送達

インプラント

【テーマスケープ】
学術文献のタイトル・抄録の文章をテキスト解析します。
どのような分野に集中しているのか︖研究機関の注⼒⽅向や年代別の傾向・最近の潮流などを把握することが
できます。

要 Analyst ID



レーザー

淋病 触媒

神経障害

遺伝子暗号化

オレキシン

キラル

炭素繊維

低光度

レンズ

・東大の光学関連の研究に多く投資している

レンズ

超新星

・東大の研究への投資率が⾼い

テーマスケープから特定企業が投資（助成⾦提供）している機関の研究内容
を把握します。

33件の文献を抜き出し

著者所属機関

東京大学

論⽂検索にある助成⾦提供機関フィールドを利⽤すると、特定企業が近年、投資している技術の把握が容易になります。

特定企業の投資先の研究内容の把握

学術文献

使用データベース Web of Science

検
索
条
件

A:助成⾦提供機関 企業A

B:所属機関名・住所 企業A

C:発⾏年 2018年-2020年

検索式 A NOT B AND C

検索結果 365 報

“助成⾦提供機関 NOT 所属機関名・住所”とすることで、
特定企業が企業名を開示していない状態で、⾦銭援助（投資）のみを
⾏っている研究をみることができます。

要 Analyst ID



特許・論⽂を⽤いた分析の必要性

特許が公開されるまでの1.5年の技術を論⽂で補う

特許

出願 公開 登録 権利満了

20年
1.5年

論⽂

特許 論⽂

特許と論⽂をあわせて分析を⾏うことは、

主要プレーヤーとなる企業や、研究が進んでいる機関を特定し、

先端研究で⾏われている技術内容を把握し、

将来的に実⽤化のニーズが⾼いと考えられる技術の推定に役⽴ちます。

しかし、特許と論⽂の記述形態が異なるため、両者を組み合わせて効率よく、効果的な分析するのは、困難です。

32



解析軸のマトリクス分析（A:技術×B:用途）

論⽂では、
A02:聴覚、A04:味覚、A05:嗅覚の技術に関する研究が増加している
B06:飲食の用途は、論⽂のみにみられる

A
: 技

術

B:用途

論⽂のB06:飲食の用途に関する研究に注目

将来性のある用途
の可能性

特許 論⽂

特許・文献 両方の解析軸からみる将来性のある技術の把握(例)
Derwent Data 

Analyzer例

33



特許/文献 の機能比較

機能 特許検索 ⽂献検索

アラート ○ ○

監視 ○ ○

グラフの作成 ○ (Analyst : 6万件
Professional : 3万件)

○ (15000件)

ThemeScapeマップの作成 ○ (Analyst : 6万件) ○ (Analyst: 15000件)

テキストクラスタリングの作成 ○ (Analyst : 6万件) ○ (Analyst: 10000件)

レコード情報の各国語へのオンデマンド翻訳機能 ○ ○

検索結果⼀覧の表⽰ ○ (Analyst : 6万件
Professional : 3万件)

○ (3万件)

フィルタリング・絞込検索機能 ○ ○

ハイライト機能 ○ ○

ワークファイルへの保存 ○ (Analyst : 6万件
Professional : 3万件)

○ (1500件)

マークリストの作成 ○ ○

エクスポート＆レポートでの外部ファイルへの出⼒ ○ (Analyst : 6万件
Professional : 3万件)

○ (1500件)

検索履歴・検索履歴での演算 ○ (フィールド検索式間) ○ (フィールド検索式間)
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About Clarivate

Clarivate  is a leading global provider of transformative intelligence. We offer enriched data, insights & analytics, workflow solutions and 
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